中小規模病院に勤務する看護師への研究支援プログラムの開発　－大学と病院との連携－ by 東野 督子 et al.
309
Ⅰ．はじめに
　日本赤十字豊田看護大学は、中部圏の赤十字の看
護師養成を担って設置された中部圏で唯一の赤十字
の大学であり、赤十字病院と大学との連携によって、
相互に看護の質の向上を目指そうとしているところ
である。平成21年度より、中部ブロック管内におい
て、赤十字医療施設キャリア開発ラダーの導入の現
状と看護職の意識調査及び各病院の教育・研究支援
環境の調査を行い、病院と大学との連携体制や必要
な支援について検討してきた。具体的な成果を以下
に述べる。
　平成21年度には、３つのプロジェクトを立ち上げ
実施した。プロジェクトＡとして、中部ブロック管
内大規模病院２施設における全看護職の質問紙調査
を行い、中堅看護職のキャリア開発ラダーに対する
遂行意欲の低下が明らかになった。また、プロジェ
クトＢとして、中部ブロック管内大規模病院２施設
における経験年数別看護師のインタビュー調査を行
った結果、看護職のキャリアアップ志向は職場にお
いて形成され、それらの活性化には、看護管理者の
病棟管理方法が影響すると示唆された。さらに、プ
ロジェクトCとして、中部ブロック管内の看護部の
教育担当者に対して、教育・研究支援状況の質問紙
調査及び聞き取り調査と実際の施設環境の調査を行
った。
　その結果、病院の規模により教育・研究環境に違
いがあり、大学から受けたい支援についての病院側
のニーズにも違いがあることが明らかになった。そ
して、大規模病院は、教育・研究環境が比較的整っ
ており、早急に支援を必要としているのは中小規模
病院であることが示唆された。
　上述の示唆を踏まえて、平成22年度からは、中小
規模施設の看護師を対象に、質問紙調査及びインタ
ビュー調査を開始した。その結果、看護職のキャリ
ア開発を促すために必要な支援としては、研究支援
であることが明らかになった。
　そこで、今回、中部ブロック管内の中小規模赤十
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字病院の看護師を対象に、必要とされる研究支援シ
ステムを提案と実施することから、研究支援システ
ムの評価を行うことにした。また、大学と看護師と
の交流により、中部ブロック管内の赤十字病院のネ
ットワークの拡大を図ることと、将来的には、社会
的な見地からも大学として貢献することを目的とす
る。
Ⅱ．方　法
１）対象：中部ブロック管内の中・小規模（500床
未満）の赤十字病院12施設において協力の得られ
た看護師でラダーレベルⅢ程度を対象とした。
２）期間：平成24年３月～平成26年９月
３）場所：日本赤十字豊田看護大学
４）倫理的配慮・同意書の手続き：日本赤十字豊田
看護大学研究倫理委員会の承認を得て実施した
（承認番号：2314）。
５）研究支援システム概要とその評価
　支援システムは、「集合プログラム」と「個人プ
ログラム」によって構成した。集合プログラムは、
３段階で、研究に必要な知識の講義、対象者の興味
ある研究テーマに関する研究計画、実施、分析、発
表に至るまで支援することを目指した。個人プログ
ラムは、集合プログラムと次の集合プログラムまで
の間に、対象者別に担当教員がメール・電話・郵送
等による個別に研究指導する。そして、対象者は自
施設において、看護研究グループを結成して研究を
進める。
　研究支援システムの評価は、集合プログラム毎の
質問紙調査とグループインタビューの分析によって
行う。質問紙調査は、①研究に関する理解度、②研
究課題への取り組み状況、③集合プログラムに参加
の関することを項目として、集合プログラム毎の参
加開始前と終了時、さらに研究発表終了時にも収集
する。
　グループインタビューは、集合プログラム毎に実
施する。インタビューの所要時間は45分程度とし
た。そして、記録媒体（ICレコーダー）に録音し、
内容は、研究に対する思い、研究課題への取り組み、
集合プログラムに参加したことなどの思いを聴取す
る。
Ⅲ．実施した支援プログラム
１）対象者は、３施設の４名の看護師であった。平
均年齢42歳、平均経験年齢19.5年、キャリア開発
ラダーレベルはⅡ～Ⅲ、職位はスタッフ３名、係
長１名であった。
２）研究支援プログラムの実施内容
　研究支援プログラムは実際に研修支援を進める中
で「当初のプログラム」を大幅に修正することとな
った。図１に、修正後プログラムを示した。修正後
プログラムの詳細については以下に記述した。
導入期
【第１回　集合プログラム実施要綱：大学としての
研究支援システム】
１．日　時：第１日目　平成24年３月23日（金）　
　　　　　　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　第２日目　平成24年３月24日（土）　
　　　　　　　　　　　９：00～16：30（１泊２日）
２．場　所：日本赤十字豊田看護大学　
　　　　　　６階　ゼミナール室
３．目　的：臨床における看護研究の基礎を学ぶ。
４．目　標：１）看護研究の進め方を理解する。
　　　　　　２）文献検討の方法を学ぶ。
　　　　　　３）看護研究に必要なデータ収集・分
析など統計方法について理解する。
　　　　　　４）自己の研究課題について洞察する。
５．講　師：日本赤十字豊田看護大学　
　　　　　　　前教授　三河内憲子
　　　　　　日本赤十字豊田看護大学　
　　　　　　　教授　東野督子
　　　　　　日本福祉大学看護学部　
　　　　　　　教授　水谷聖子
　　　　　　日本福祉大学看護学部　
　　　　　　　准教授　大野晶子
　　　　　　中京学院大学看護学部　
　　　　　　　教授　柿原加代子
　　　　　　静岡県立大学看護学部　
　　　　　　　教授　西川浩昭
　　　　　　日本赤十字豊田看護大学　
　　　　　　　図書館司書　中尾明子
　　＊講師の職名は現職で示した。
６．講義内容
　講義として、①看護における研究、②看護研究に
必要な文献検討、③看護研究に必要な統計手法、④
文献検索の方法等を行い、それらに伴う演習として、
①文献検索、②質問紙調査票の作成、③文献検討、
グループワーク、④文献検討、研究課題の明確化を
行った。最後に各自の研究課題を発表し、ディスカ
ッションした。
　また、対象とした研究参加者にはプログラム参加
前までに、興味のあることを明確にすることを課し
た。
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図１　当初のプログラムと修正後プログラム
312中小規模病院に勤務する看護師への研究支援プログラムの開発　―大学と病院との連携―
【第２回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成24年８月10日（金）
　　　　　　　10時から17時　
　　　　　　　平成24年８月11日（土）
　　　　　　　９時から16時30分（１泊２日）
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学　
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：研究計画の作成と倫理審査申請書類の作
成、質問紙調査項目の作成とインタビュ
ー調査の準備。
【第３回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成25年１月25日（金）
　　　　　　　13時から17時　
　　　　　　　平成25年１月26日（土）
　　　　　　　10時から16時30分（１泊２日）
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：質問紙調査項目の作成とインタビュー調
査の準備。
　　　　　＊１名はデータ入力とデータ分析。
展開期
【第４回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成25年３月15日（金）
　　　　　　　10時から16時半
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室　
３．内容：データ入力とデータ分析。
　　　　　＊１名は質問紙調査項目の作成とインタ
ビュー調査の準備。
【第５回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成25年６月１日（土）
　　　　　　　10時から16時半
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：データ入力とデータ分析。
【第６回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成25年８月19日（月）
　　　　　　　10時から16時半
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：データ入力とデータ分析。
【第７回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成26年１月７日（火）
　　　　　　　10時から16時半
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：第15回日本赤十字看護学会学術集会演題
登録の準備
発表支援期
【第８回　集合プログラム実施要綱】
１．開催日時：平成26年５月17日（土）
　　　　　　　10時から16時半
２．開催場所：日本赤十字豊田看護大学
　　　　　　　６階　ゼミナール室
３．内容：第15回日本赤十字看護学会学術集会発表
資料作成指導
【第９回　集合プログラム実施要綱】
１．日時：平成26年６月14日・15日　
２．発表場所：第15回日本赤十字看護学会発表
　　　　　　　（日本赤十字豊田看護大学）
３．対象者４名が発表した演題名と発表方法
図２　集合プログラムの実施状況
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Ａ：夜間受け入れ病棟開設前後の夜間入院に対す
る看護師のストレス（口演発表）
Ｂ：医療型病床に勤務する看護師および看護保補
助職員の転倒・転落症例の要因分析（口演発
表）
Ｃ：病院における退院調整・退院支援に関する実
態調査（口演発表）
Ｄ：在宅療養患者を課程訪問した担当看護師の気
づき（口演発表）
Ⅳ．支援プログラムの分析結果とその評価
　導入期、展開期、発表支援期の集合プログラムの
介入前と介入後のアンケートから得られた結果を表
１、表２に示した。
n＝４
項目
導入期 展開期 発表支援期
第１回～第３回 第４回～第７回 第８回
介入前 介入後 介入前 介入後 介入前 介入後
研究疑問を明確化するまでのプロセスの理解 ２ ４ ４ ３ ４ ４
文献レビューの必要性の理解 ４ ４ ４ ３ ４ ４
研究動機・研究目的を明確にする必要性の理解 ４ ４ ４ ３ ４ ４
倫理的な配慮の必要性の理解 ４ ４ ４ ３ ４ ４
研究デザインを考える必要性の理解 １ ４ ４ ３ ４ ４
対象・データ収集方法を検討する必要性の理解 ２ ４ ４ ３ ４ ４
研究計画作成のプロセスの理解 ２ ４ ４ ３ ４ ４
適切にデータを管理する必要性の理解 ４ ４ ４ ３ ４ ４
適切にデータを分析する必要性の理解 ４ ４ ４ ３ ４ ４
学会等に発表する意義の理解 ２ ３ ３ ３ ４ ４
発表に必要な資料作成の理解 １ ２ ２ ２ ３ ４
注）４段階尺度「大変思う」「そう思う」を「『思う』、「あまり思わない」「思わない」を『思わない』とし、
『思う』の人数を示した
表１　看護研究の理解度（「思う」と回答した人数）
n＝４
項目
導入期 展開期 発表支援期
第１回～第３回 第４回～第７回 第８回
介入前 介入後 介入前 介入後 介入前 介入後
研究疑問を明確化するまでのプロセスの理解 １ ３ ３ ３ ４ ３
文献レビュー結果を整理できる １ ３ ２ １ ３ ４
研究動機・研究目的を書くことができる ２ ４ ３ ２ ４ ４
倫理的な配慮を書くことができる ０ ３ ２ １ ３ ４
研究デザインを考えることができる ０ ３ ２ １ ３ ３
研究対象・研究期間を決定できる ０ ４ ２ ３ ４ ４
データ収集方法を検討し決定できる ０ ３ １ ２ ４ ２
適切にデータを管理できる ２ ４ ３ ２ ４ ４
適切にデータを分析できる ０* ４ ０ ２ ３ ３
発表に必要な資料作成の理解 ０* ２* １* １* ３ ３
*該当なしあり
注）４段階尺度「大変思う」「そう思う」を「『思う』、「あまり思わない」「思わない」を『思わない』とし、
『思う』の人数を示した導入期・展開期については、進捗状況により「該当しない」と回答した者も
いる
表２　自身の研究課題への取り組み状況（「思う」と回答した人数）
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　理解度の調査において、導入期の介入前では、①
研究疑問を明確化するまでのプロセス、②研究デザ
インを考える必要性の理解、③対象・データ取集方
法を考える必要性の理解、④研究計画作成のプロセ
スの理解などは、「思わない」との回答もあったがが、
介入後には４名とも「思う」と回答していた。しか
し、⑤学会等に発表する意義の理解、⑥発表に必要
な資料作成の理解については、介入後も理解してい
ないとする回答もみられた。
　展開期では、介入前より介入後に理解していると
する回答人数が少なくなった。発表支援期では、介
入前後の変化はなく、ほぼ全体の項目で４名が理解
していると回答した。
　これは、展開期において、参加者自身が看護研究
を理解できたと認識するには至っていない現状が示
唆されていたが、発表支援期に至っては、研究開始
から学会発表の準備を行うプロセスによって、看護
研究についての理解を深められたことにつながった
と考えられた。
　このことは、インタビューでも確認されている。
導入期において「時間の余裕がほしい」、「じっくり
考える時間がほしい」などの発言を経て、展開期で
は、研究の進展と行き詰まりを繰り返し、発表支援
期に至って初めて「データから分析をこんな風にす
ることがわかった。」「抄録の作成により研究の流れ
を知ることができた。」「発表はすることによって自
信となった」などの発言が認められた。そして、今
回の研究支援システムの評価としては、４名ともそ
れぞれの研究テーマを学術集会で口演発表した事か
ら、一定の成果が得られたことは事実である。しか
し、支援システムは、当初の計画より延長し、２年
６か月要した。このことは、個人プログラムにおけ
る主な指導方法にメールが選択されたことや対象者
が自由に使用できるパソコン環境がなかったことも
影響したと考えられた。メールの指導は、対象者の
記載が主な判断基準となることから、表現されなか
った内容は取り上げられない。そのため、誤ってあ
らぬ方向へ進められた内容を集合プログラムで初め
て指摘される場面も見られた。現在は、Web会議
など、対面できない状況を補完できるツールの開発
もあることから、今後は、さまざまなツールを積極
的に試し、研究支援に有効な方法を選定したいと考
えている。今回得られたデータの詳細は他稿に譲り、
今後も引き続き、中部ブロック赤十字病院と中部ブ
ロック県内の日本赤十字豊田看護大学と連携できる
可能性を探りたい。
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